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事業名 事業 事業

都市計画道路 中央町穴生線 区分 街路 主体 北九州市
ちゅうおうまちあのおせん

起終点 自：北九州市八幡西区岸の浦二丁目 延長
きたきゅうしゅうしやはたにしくきしのうら

至：北九州市八幡西区鷹の巣一丁目 2.0km
きたきゅうしゅうしやはたにしくたかのす

事業概要

本路線は、副都心黒崎への主要なアクセス道路であり、車道を２車線から４車線へ拡幅することで、安
くろさき

全で円滑な交通処理を行うとともに、歩道のバリアフリー化により、歩行者の安全性の向上を図るもので

ある。

Ｈ１１年度事業化 Ｓ４２年度都市計画決定 Ｈ１２年度用地着手 Ｈ１７年度工事着手

（Ｈ１０年度変更）

全体事業費 129億円 事業進捗率 32％ 供用済延長 0.3km

計画交通量 25,100 台／日

費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)

分析結果 1.5 ― / 111 億円 ― / 165億円 平成２０年(事業全体)

億円 走行時間短縮便益： /170億円事 業 費：― /110 ―

億円 走行経費減少便益： /2.7億円(残事業) ― 維持管理費：― /0.73 ―

交通事故減少便益： /-7.5億円―

事業の効果等

・車道の拡幅による交通渋滞の緩和で、副都心へのアクセス向上が図られる。

・歩道のバリアフリー化をすることにより、歩行者の安全性向上が図られる。

関係する地方公共団体等の意見

本事業に対する地元自治会の理解を得ており、早期の供用開始を目指している。

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

本路線の周辺地域にて、区画整理や宅地開発が進んでいること、及び、沿道にて、文化・交流拠点地区

が整備中であることなどから、本路線の必要性は増大している。

事業の進捗状況、残事業の内容等

用地買収：34％完了（平成19年度末） 工事：11％完了（平成19年度末）

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等

、 。岸の浦工区及び穴生工区の穴生電停交差点付近については 平成21年度までに概ね完成する予定である
きしのうら あ の お

また、青山工区についても早期の供用開始を目指す。
あおやま

施設の構造や工法の変更等

特になし

対応方針 事業継続

対応方針決定の理由

事業区間の沿線には、公共施設（区役所や警察署、郵便局 ・商業施設・教育機関が立地しており、現）

状でも慢性的に渋滞している。今後、文化・交流拠点地区等の整備により、さらなる交通量の増加が予想

されることを踏まえ、事業効果の早期発現に向け、計画的な整備を行う必要がある。

事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。


